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 資料４． 
実践検討・意見交換会 アンケート調査票・結果 



令和 4 年 7 月 25 日   

都道府県・政令市・中核市 

障害福祉担当課ご担当御中  

独立行政法人 

国立重度知的障害者総合施設のぞみの園 

総務企画局研究部 研究部長 日詰 正文 

 

令和４年度厚生労働科学研究補助金 障害者政策総合研究事業における 

「強度行動障害者支援のための指導的人材養成プログラムの開発および地域支援体制の 

構築のための研究」実施に係る、アンケート調査へのご協力のお願い 

 

 

時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。また、平素より当法人の事業運営にご

協力を賜り、厚く御礼申し上げます。 

さて、当法人では厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部障害福祉課が所管する令和４年

度厚生労働科学研究補助金障害者政策総合研究事業として「強度行動障害者支援のための

指導的人材養成プログラムの開発および地域支援体制の構築のための研究」を行っていま

す。ご多忙中のところ恐縮ではございますが、調査の趣旨をご理解のうえ、ご協力ください

ますようお願い申し上げます。 

記 

１．研究の背景と目的 

強度行動障害のある障害者への支援方法について、平成 25 年度より始まった強度行動障

害支援者養成研修において、「障害特性の理解」や「適切な環境調整（環境の構造化）」など

の支援をチームで一貫して行い、利用者のＱＯＬの向上を目指すことが重要であることが

全国的に周知されています。 

しかし、支援現場への浸透は十分ではなく、一部の事業所や職員に負担が偏っていること

が先行研究より明らかとなっています。この状況を解決するためには、①事業所内の支援チ

ームの中核となって実践やチームづくりを行う中核的人材の育成が必要であること、②事

業所の中核的人材と協力したコンサルテーションや、地域の事業所と行政、教育、医療等と

のつなぎを行う指導的人材の育成・配置と、指導的人材を中心とした地域の支援体制づくり

の実現が必要であること、③ICF の視点によるＱＯＬの向上のための支援と ICT の活用が有

効であることなどの方向性が整理されています。 

本研究は、先行研究等で明らかとなった強度行動障害支援における指導的人材育成およ

び地域支援体制構築の視点を整理し、実際に複数地域において試行・検証行うことで、全国

での地域実装に向けたプロセスを明らかにすることを目的とします。 

 

 



２．本アンケート調査の内容 

全国の自治体における強度行動障害者支援の取り組みの状況を把握し、本研究を行う上

での基礎資料とします。また、本研究へのご興味やご協力についてのご意向をあわせてお聞

きします。 

調査の対象：全国の都道府県、政令市、中核市（129 カ所） 

調査の方法：アンケート（別紙・A4 用紙 1枚） 

調査の時期：令和４年７月２７日（水）～令和４年８月２２日（月） 

 

３．回答の方法 

所定の「回答票」（Excel シート）に回答をご入力ください。８月２２日（月）までに、回

答票を添付の上、メール(返信先： nozomi.tyousa@nozomi.go.jp )にてご返信ください。 

 

４．その他 

ご回答いただいた内容から、本研究へのご協力のご依頼や、具体的な状況を把握すること

を目的としたヒアリング調査等をお願いする場合があります。その場合は、別途電話、メー

ル等にてご相談をさせていただきます。 

 

５. 参考資料 

 本研究は以下の先行研究を基に行っています。詳しくは以下の資料をご参照ください。 

 

 令和 3年度厚生労働科学研究 

 「強度行動障害者支援に関する効果的な情報収集と関係者による情報共有、支援効果の評

価方法の開発のための研究」（国立のぞみの園） 

 報告書➜ https://www.nozomi.go.jp/investigation/pdf/report/03/R03-4.pdf  

 

 令和 3年度障害者総合福祉推進事業 

 「強度行動障害者支援に関する中核的な人材の養成に関する研究」（一般社団法人全日本

自閉症支援者協会） 

 報告書➜ https://www.mhlw.go.jp/content/12200000/000963572.pdf  

 

 

 

【問い合わせ先】 

独立行政法人国立重度知的障害者総合施設のぞみの園 

総務企画局研究部研究課（担当：日詰・髙橋・内山・岡田） 

TEL 027-320-1400（ 土・日・祝を除く８時 30分～17 時 ） 

FAX 027-320-1391     E-mail  nozomi.tyousa@nozomi.go.jp 

mailto:nozomi.tyousa@nozomi.go.jp
https://www.nozomi.go.jp/investigation/pdf/report/03/R03-4.pdf
https://www.mhlw.go.jp/content/12200000/000963572.pdf


■貴自治体の強度行動障害者支援に関する現状や取り組みについて、以下の質問にご回答ください。

Ｑ１.貴自治体において、過去5年、強度行動障害者支援の現状について把握するための調査や、対応のための

　　 検討等を行っていますか。

　①行ったことがある  　  （➜以下、Ｑ2、3、4をご回答ください） 回答

　②行ったことはない  　  （➜以下、Ｑ4をご回答ください）

Ｑ２．Ｑ１で「①行ったことがある」と回答した方のみご回答ください。

　　　調査や検討を、どのような場で行いましたか。（複数回答あり）

　①協議会　（※障害者総合支援法第八十九条の三 ） 回答

　②発達障害者地域支援協議会　（※発達障害者支援法第十九条の二） 　　※④その他の場合は自由記述も

　③障害者施策推進協議会　（※障害者基本法第三十六条）
　　　お願いします。

　④その他（自由記述）

Ｑ３．Ｑ１で「①行ったことがある」と回答した方のみご回答ください。

　　　行った調査や検討の具体的な内容、あるいは掲載ホームページのアドレスを教えてください。（自由記述）

Ｑ４．本研究では、令和4年度から令和6年度までの3年間で、「地域の事業所へのコンサルテーションや、地域の

　　　事業所と行政、教育、医療等とのつなぎを行う指導的人材の育成・配置と、指導的人材を中心とした地域の

　　　支援体制づくり」を目指し、いくつかの地域でモデル的な導入を行いたいと思っています。

　　　この取り組みへのご興味や、ご協力いただけるご意向はありますでしょうか。

　　　以下の選択肢よりご回答ください。

　①興味があるので、話を聞いた上で協力の検討をしたい 回答

　②今は特に必要ない

　③どちらともいえない

担当部署名 連絡先

令和４年度厚生労働科学研究補助金 障害者政策総合研究事業

「強度行動障害者支援のための指導的人材養成プログラムの開発および地域支援体制の構築のための研究」

自治体における強度行動障害者支援に関する取り組みの状況について　【予備調査】

自治体名 回答者名

アンケートは以上です。ご協力ありがとうございました。
（アンケートの返信先：nozomi.tyousa@nozomi.go.jp）



自治体における強度行動障害者支援に関する取り組みの

状況について【予備調査】

ー調査結果ー

令和4年度厚生労働科学研究

強度行動障害者支援のための指導的人材養成プログラムの開発および地域支援体制の構築のための研究

１．調査の概要

2

■目的：
① 全国の自治体における強度行動障害者支援の取り組みの状況を把握
② 本研究への協力についての意向の確認

■対象：全国の都道府県、政令市、中核市（129カ所）

■調査の方法：アンケート（A4用紙1枚）

■調査の時期：令和４年７月２７日（水）～令和４年８月２２日（月）

◆結果：8３自治体より回答（回収率64.3％）



２．調査結果

3

問１．貴自治体において、過去5年、強度行動障害者支援の現状について把握するための調査や、対応の

ための検討等を行っていますか。

①行ったことがある 30 （36.1％）

②行ったことはない 53 （63.9％）

問２．Ｑ１で「①行ったことがある」と回答した方のみご回答ください。調査や検討を、どのような場で

行いましたか。（複数回答あり）

①協議会 15 （50.0％）

②発達障害者地域支援協議会 5 （16.7％）

③障害者施策推進協議会 ０

④その他（自由記述） 13 （43.3％）

4

問３．Ｑ１で「①行ったことがある」と回答した方のみご回答ください。行った調査や検討の具体的な内容、

あるいは掲載ホームページのアドレスを教えてください。（自由記述）

回答あり 26

【自由記述内容（一部抜粋）】

• 支援機関へのアンケート調査を実施し、「現在の支援状況」「支援における課題」「その他、意見等」に
ついて尋ねた。回答結果を発達障害者地域支援協議会で共有し、課題への対応について意見交換
を行った

• 支援施設の入所待機者減少のための方策検討および支援施設入所待機者の行動関連項目点数を
確認し、強度行動障害者の待機者数を調査を行った

• 県内の強度行動障がい（児）者数や支援状況を把握し、県の施策に反映させることで福祉の向上を
図る目的で実態調査を３年に１度実施している。調査内容は、施設を利用している強度行動障がい
（児）者の数及び点数、対象者の支援の状況、受け入れの経緯、行動障がいが発生する要因、施設が
認識している支援の課題等

• 強度行動障害支援者養成研修の受講者を対象とし、支援現場の課題を把握し、今後の支援の質の
向上を目指すことを目的としてアンケート調査を実施した

• 令和元年度より市の障害者自立支援協議会においてワーキングを設置し、強度行動障害支援に関
する実態把握や課題解決に向けての取組を検討。

• 実態調査を平成18年度、平成24年度、令和元年度に実施している。市内の施設にアンケート調査
を行い、今後の取り組むべき支援や予防的視点に基づく早期（幼児期）からの支援の課題を明らか
にし、今後の施策の基礎資料を得ること目的としている

• 市の障害福祉計画策定に向けたアンケートにおいて、市内の障害福祉サービス事業所を対象に利
用者の強度行動障害者数、支援者の強度行動障害支援養成研修修了者数、強度行動障害者受入れ
の可否について調査を行った。



5

問４．本研究では、令和4年度から令和6年度までの3年間で、「地域の事業所へのコンサルテーションや、

地域の事業所と行政、教育、医療等とのつなぎを行う指導的人材の育成・配置と、指導的人材を中心と

した地域の支援体制づくり」を目指し、いくつかの地域でモデル的な導入を行いたいと思っています。

この取り組みへのご興味や、ご協力いただけるご意向はありますでしょうか。以下の選択肢よりご回答

ください。

①興味があるので、話を聞いた上で協力の検討をしたい 29 （34.9％）

②今は特に必要ない 23 （27.7％）

③どちらともいえない 30 （36.1％）

※無回答 1 （ 1.2％）

【①の回答の内訳】

• 都道府県 ： 18カ所

• 政令市 ： ４カ所

• 中核市 ： ７カ所



※プログラム等は変更になる場合があります

■ ICF情報把握・共有システムを活用した
支援の検討方法について
講師：北海道大学大学院 教授 安達 潤氏

■記録からみる支援の検討方法について
講師：鳥取大学 教授 井上 雅彦氏

■実践をもとにした意見交換
講師：北海道大学大学院 教授 安達 潤氏

鳥取大学 教授 井上 雅彦氏

■令和４年度厚生労働科学研究に関する報告・意見交換

第1回
12月1日（木）
10:00～16:00

第2回
1月13日（金）
13:00～16:30

第3回
3月1日（水）
13:00～16:30

令和４年度厚生労働科学研究費補助金事業

令和４年度強度行動障害支援者養成研修

実践検討・意見交換会
国立のぞみの園では、令和３年度厚生労働科学研究において、障害特性や強み等本人の全体

像の把握、および記録の効率化や支援者間での円滑な情報共有を行いやすくするため、「－ICF
システム＆行動観察システム－行動と環境の包括的アセスメントによる環境調整支援パッケー
ジ」をとりまとめました。内容は下記URLをご参照ください。
（https://www.nozomi.go.jp/investigation/pdf/report/03/R03-4.pdf）

■ ICFについて
講師：北海道大学大学院 教授 安達 潤氏

■行動の捉え方について
講師：鳥取大学 教授 井上 雅彦氏

開催日程とプログラム内容
各回、講義とグループ討議が中心です。グループ討議では、パッケージをもとにしたチーム支援の実際や支援にあたっての課題や

工夫、支援内容の検討等を行っていきます。グループ構成は、参加者4名とファシリテーター1名を予定しています。

期間中は、グループチャットを活用して、情報共有等を行い、実践のサポートを行います。

次回までの期間に各事業所で実践
◇ICFシートの記入
◇記録方法の周知
◇支援の実施・記録
◇支援結果のフィードバック

次回までの期間に各事業所で実践
◇支援方法・記録方法の周知
◇支援の実施・記録
◇支援結果のフィードバック

実践検討・意見交換会では、参加者の実際の
事例に対し、このパッケージを活用しながら、
チームで生活の質向上に向けた支援を検討する
ことを目的としています。

また、事業所内だけではなく、地域で支えて
いくために必要な視点や人材養成について、国
立のぞみの園が取り組んでいる研究をもとに、
意見交換を行う予定です。

※パッケージの概要



実践検討・意見交換会では、行動障害がある実際の事例を用いて、支援の実施、記録、検討等
を行っていきます。参加にあたっては、事例対象者への説明と同意書の提出が必要となります。
※参加が決定した方には同意書をお送りしますので、事例対象者へ説明のうえ、同意書の提出を
お願いします。

令和4年度強度行動障害支援者養成研修 実践検討・意見交換会

オンライン開催（全３回）開催方法

※定員を上回る応募があった場合は、地域のバランス・経験年数等を考慮し、
選考させていただきます。３０名募集人数

無料参加費

・国立のぞみの園が開催する強度行動障害支援者養成研修（実践研修（指導者
研修））修了者または修了者の推薦を受けた方

・強度行動障害がある方の直接支援を行っており、事業所内で強度行動障害支援
の中核を担っている方

・事業所長の推薦を受け、全3回連続して出席できる方
・スマートフォン／タブレットのアプリを用いた記録およびグループチャットを

用いた情報共有が可能な方（事業所に機器がない場合はご相談ください）

募集要件

申込書、推薦状に必要事項をご記入の上、下記お問い合わせ先までメールまたは
FAXにて送信してください。
※FAXにてお申込みの場合、送信後に下記のお問い合わせ先までお電話下さい。

申込方法

10月17日（月）から11月4日（金）必着申込期日

参加の可否については、11月17日（木）までに、文書にて「参加決定通知」を郵
送いたします。参加決定

本研修に関する個人情報は、国立のぞみの園が適切に管理します。個人情報の
取り扱い

概要・申込み方法

令和4年度厚生労働科学研究費補助金事業

令和４年度厚生労働科学研究の趣旨

★参加する皆様へお願い

独立行政法人国立重度知的障害者総合施設のぞみの園
事業企画部研修・養成課 （担当：槻岡、長井）
〒370-0865 群馬県高崎市寺尾町2120-2
TEL：027-320-1357 FAX :  027-320-1368
MAIL：nozomi -seminar-01@nozomi .go . jp

お問い合わせ先

国立のぞみの園では、令和４年度より「強度行動障害者支援のための指導的人材養成プログラ
ムの開発および地域支援体制の構築のための研究」を実施しています。この研究は、強度行動障
害支援における指導的人材に必要な要素と指導的人材等を核とした地域支援体制構築の視点を整
理し、複数地域で試行・検証することで、全国での地域実装に向けたプロセスを明らかにするこ
とを目的としています。



令和４年度強度行動障害支援者養成研修 実践検討・意見交換会
参加申込書

推 薦 状

令和 年 月 日

「令和４年度強度行動障害支援者養成研修 実践検討・意見交換会」の参加者として、上記

の者を推薦する。

所属長氏名 印

／法人／事業所名

〒
事業所所在地

FAX番号電話番号

＠メールアドレス

役 職（ふりがな）
氏 名

年 （強度行動障害支援の経験 年）支援経験年数

□居宅介護 □重度訪問介護 □移動支援 □行動援護 □短期入所
□生活介護 □施設入所支援 □自立訓練 □就労移行支援
□就労継続支援 □共同生活援助 □重度障害者等包括支援
□その他（ ）

申込者が担当
している事業

所種別

※機器あり答えた方のみ

□機器へのアプリ等のダウンロード可

□機器へのアプリ等のダウンロード不可

□ スマートフォンあり （ 台 ）

□タブレットあり （ 台 ）

□ なし

事業所共有機器
の有無

参加理由



令和4年度

実践検討・意見交換会

プログラム

P r o g r a m

受講者等 入室開始9:30～

主催者挨拶、オリエンテーション10:00～10:10

研究の概要とパッケージ実施マニュアルの説明10:10～10:25

【講師】北海道大学 教授 安達潤 氏
【講義】
ICF情報把握・共有システム（ICFシステム）記入・活用に
ついて

10:25～12:45

昼休憩（50分）12:45～13:35

グループワーク①13:35～13:55

【講師】鳥取大学 教授 井上雅彦 氏
【講義】
記録から支援を考える

13:55～15:35

グループワーク②15:35～15:55

事務連絡（次回までの確認等）15:55～16:00

第１回 令和４年12月1日（木）



P r o g r a m

受講者等 入室開始12:30～

事務連絡13:00～13:10

【講師】北海道大学 教授 安達潤 氏
【講義・演習】
ICFからQOL支援を考える

13:10～14:40

休憩（10分）14:40～14:50

【講師】鳥取大学 教授 井上雅彦 氏
【講義】
行動の機能から支援を考える

14:50～16:20

事務連絡（次回までの確認等）16:20～16:30

第２回 令和５年1月13日（金）

第３回 令和５年３月1日（水）
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－ICFシステム＆行動観察システム－

行動と環境の包括的アセスメントによる環境調整

支援パッケージ

【実施マニュアル】

令和4年度実践検討・意見交換会Ver.

独立行政法人国立重度知的障害者総合施設のぞみの園

令和４（2022）年11月

2

パッケージ（PDCAサイクル）のイメージ

P

DC

A

支援対象者の
全体像を理解する
（アセスメント）

支援計画に沿って
実施する

支援チームによる
支援結果の分析と
支援計画の修正

記録をまとめ、
皆で振り返る

ICFを用いた情報の
収集と整理

Observationsを用いた
情報の共有と分析、支援効果の
評価



3

支援パッケージ
の流れ

・ ・

・ ・

・ ・

・

・

・

分析用HPにて記録を確認

アプリ「Observations２」で記録（2週間）

ICF情報把握・共有システム「活動と参加」「環境因
子」シートの変化部分を修正

行動問題支援（Observations） OQL支援（ICFシステム）

ICF情報把握・共有システム「活動と参加」「環境因
子」シートに記入

分析用Excelに記入したシートを挿入

QOL低下／向上の生活要因を確認

アプリ「ObservationsSheet」で記録（2週間）

分析用HPに記録をアップロード

行動の機能を分析

■ ICFシステムへ対象者情報を記入■ 課題となる行動を選定し、記録

■ 支援会議の実施
■ 行動の背景を整理（氷山モデルシート）
■ 支援計画の立案 （支援手順書）

■ 立案した計画を基に支援を実施

■ 行動の記録 ・ 分析

■ 情報の再収集と整理（ICFの見直し）

■ 支援の修正

・ QOL向上のための支援
・ 行動問題支援

使用するもの：ICF情報把握・共有システム（以下、「ICFシステム」）
取り組んでいただきたいこと：ICFシステムを使用し、利用者の全体像を把握し、情報を整理する。

① ICFシステムへ記入し、全体像を把握する

（１）ICFシステムの「情報把握シート」（Excel）を作成する

※情報把握シート「活動と参加」

※情報把握シート「環境因子」



対象となる利用者について、情報分析シートの各項目に沿って利用者の情報を記入する。
シートのなかで、「活動と参加」、「環境因子」は必ず記入する。

【記入の際の留意事項】
• 推測ではなく、事実をとらえるためのシートという観点で記入する。
• 回答が難しい場合は、無理に回答しなくてよい。
• 「補足情報」は利用者の状況が把握できるように、なるべく具体的に記入する。
• 「わからない」「機会がないので判断できない」項目については、「詳細不明・非該当」を選択してよい。その

場合、なるべく「補足情報」の「④その他」にその理由を記載しておく。

（２）ICFシステムの「情報把握シート分析アプリ」（Excel）を使い、内容を整理する

• 「ICF情報把握シート分析アプリ」で、該当する項
目（「活動と参加」「環境因子」など）をクリック
する。

• 記入した情報把握シート（Excel）を選択する。

※「ICF情報把握シート分析アプリ」によって整理された「活動と参加」の項目の例

• 記入した内容によって項目ごとに
カテゴリー別に整理される。

• 項目ごとの内容を確認し、利用
者の全体像の把握や支援に必
要な視点などを整理する。



使用するもの：Observations Sheet（アプリ）
取り組んでいただきたいこと：課題となる行動を選定し、２週間の行動を記録する

※課題となる行動は複数選択してもよい

② 課題となる行動を選定し、行動を記録する

（１）記録表を作成し、名前を入力する

• 右下の＋をタップし、記録表を作成する。
• 対象となる利用者の名前を入力する。
※名前は受講番号で記入する。

（２）行動を記録する日を選択する

・「記録表一覧」画面で、対象となる利用者を選択
する。

・行動を記録する日を選択し、右下の＋ボタンをタッ
プする。

（４）２週間分の行動を記録する

• 対象期間とする２週間分の行動を記録する。

※記入例

• 項目に沿って記録する。
• 項目は、「行動」「時間帯」「場所」「状況（人）」「状況

（行動）」「対応」「推定される機能」
※一度記入したものは右側にあるタグマークをタップすること
で選択することが可能。

（３）行動を記録する



③ 記録を確認する

使用するもの：Observationsの分析用HP
（URL：https://observationsanalysis.web.app/）

（１）アプリの記録をPCに送る
（またはアプリがある機器のフォルダに保存する）

• ObservationsSheetア
プリで取った記録を、各
記録の画面右上のメ
ニューから「共有」を選
択する。

• データをメールでPCへ
送信、またはアプリで記
録している機器のフォ
ルダに保存する。

（２）分析用HPにデータをアップロードする

• Observations
分析用HPを
開き、左上の
メニューボタン
から該当する
アプリを選択し、
記録のデータ
をアップロード
する。

（３）アップロードしたデータを確認する

• 分析用HPでアップロードしたデータはcsv形式でダウン
ロードが可能（右上の をクリック）。

使用するもの：Observations２（アプリ）
取り組んでいただきたいこと：行動の頻度や時間帯などを継続して記録する。
※記録を取る行動は、複数でも可。

④ 課題となる行動のベースラインを記録する

（１）名前を入力する

（２）記録する行動を入力する

• 作業②で選択した行動を入力する。
• 入力は、「観察する行動」 ※複数入力可
• 記録する時間について「記録開始（時間）」「記録

終了（時間）」「記録間隔」を設定する。

※記入例

• 右下の＋をタップし、記録表を作成する。
• 対象となる利用者の名前を入力する。
※名前は受講番号で記入する。



（３）行動の頻度を記録する

• 記録する日を選択する。
• 時間帯ごとに行動の回数を記録する。
※時間帯ごとの行動の項目をタップすることで記録される。
（タップした回数が増えていく）
※修正する場合は、右上のメニューボタンから「記録削除」を選択し、修正箇所をタップ

することでから修正を行うことが可能。

（４）行動の記録を積み重ねる

• 毎日２週間続けて記録をとる。
• 随時「測定時間における行動生起率」を確認する。

⑤ 記録を確認する

使用するもの：Observationsの分析用HP
（URL：https://observationsanalysis.web.app/）

（１）アプリの記録をPCに送る
（またはアプリがある機器のフォルダに保存する）

• Observations２アプリ
で取った記録を、各記
録の画面右上のメ
ニューから「共有」を選
択する。

• データをメールでPCへ
送信、またはアプリで記
録している機器のフォ
ルダに保存する。

（２）分析用HPにデータをアップロードする

• Observations分
析用HPを開き、
左上のメニューボ
タンから該当する
アプリを選択し、
記録のデータを
アップロードす
る。

（３）アップロードしたデータを確認する

• 「時間帯」「日別」「月別」等詳細なデータの確認が可能。
• アップロードしたデータはExcel形式でダウンロードが可能。
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使用するもの：氷山モデルシート ・ ICFシステムの記入内容 ・ 行動記録
取り組んでいただきたいこと：ICF（作業①）と記録（作業②④）等をもとに支援会議を行い、課題となっている

行動の背景を整理する

⑥ 支援会議を実施し、氷山モデルシートで行動の背景を整理する

（１）「氷山モデルシート」に落とし込む

• 氷山モデルの項目に沿って背景要因を分析する。

• 氷山モデルシートに記入する。
【行動問題支援】
１．課題となっている行動と背景要因を記入する。

※「課題となっている行動」「本人の特性」「環境・状況」
２．必要なサポートを検討し、記入する。

※「支援のアイデア」「本人の強みー活かせそうな場面や
状況」「具体的な行動問題支援」

【QOL支援】
３．ICFシステムの「活動と参加」「環境要因」の結果より、

支援に必要な情報を転記する。
４．「具体的なQOL支援」を記入する。

改訂版 氷山モデルシート
課題となっている行動問題

・

本人の特性
・

環境・状況行動の機能
□注目 □物や活動の要求 □回避 □感覚
□その他（ ）

・

具体的な行動問題支援

QOL

支
援
（
Ｉ
Ｃ
Ｆ
シ
ス
テ
ム
）

・

・強み（支援がなくてもできること）
・

・支援の維持調整（支援があればできること）
・

・支援の修正（支援の工夫でできそうなこと）
・

・生活の好影響となる人、物、自然
・

・生活の悪影響となる人、物、自然
・

活動と参加

(できることやできることを支える支援の活用) (好影響因子の充実と悪影響因子の除外)

具体的なQOL支援

相
互
補
完

ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
支
援
構
築

ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
の
支
援
構
築

環境因子

支援のアイデア
・

本人の強み→活かせそうな場面や状況
・

行
動
問
題
支
援
（Observation

）

使用するもの：支援手順書（事業所で使用しているもの）
取り組んでいただきたいこと：ICF（作業①）と記録（作業②④）、氷山モデル（作業⑥）を踏まえて、

必要な支援を検討し、支援手順書を作成する。

⑦ 支援を立案する

使用するもの：Observations２（スマホアプリ）
取り組んでいただきたいこと：作業⑦で作成した「支援手順書」を基に支援を行い、作業⑥の記録を引き

続き行う。

⑧ 支援の実施および行動の記録をおこなう



⑨ 記録を確認する

使用するもの：Observationsの分析用HP
（URL：https://observationsanalysis.web.app/）

（１）アプリの記録をPCに送る
（またはアプリがある機器のフォルダに保存する）

• Observations２アプリ
で取った記録を、各記
録の画面右上のメ
ニューから「共有」を選
択する。

• データをメールでPCへ
送信、またはアプリで記
録している機器のフォ
ルダに保存する。

（２）分析用HPにデータをアップロードする

• Observations分
析用HPを開き、
左上のメニューボ
タンから該当する
アプリを選択し、
記録のデータを
アップロードす
る。

（３）アップロードしたデータを確認する

• 「時間帯」「日別」「月別」等詳細なデータの確認が可能。
• アップロードしたデータはExcel形式でダウンロードが可能。

⑪ 支援を修正する

使用するもの：ICFシステム
取り組んでいただきたいこと：記録の分析を踏まえ、作業①で記入したICFシステムを見直し、支援前後の状況の

変化を比較する。

使用するもの：支援手順書（事業所で使用しているもの）
取り組んでいただきたいこと：これまでの作業を踏まえて、支援の見直しを行う。

⑩ ICFシステムを見直し、支援前後の状況の変化を分析する

• これまでの記録の分析を踏まえて、①の作業（ICFシステムの情報分析シートの作成）を再度行う。
• 全ての項目を書き直すのではなく、変化が見られた項目等必要に応じて加筆修正を行い、見直しを行う。

• 作業⑩を踏まえ、作業⑦で検討した支援内容を見直し、必要に応じて修正する。
• 作業⑧の支援の実施へ戻り、可能な限りサイクルを繰り返す。



令和４年度厚生労働科学研究

「強度行動障害者支援のための指導的人材養成プログラムの開発および地域支援体制の構築のための研究」

　-ICFシステム&行動観察システム- 行動と環境の包括的アセスメントによる環境調整 支援パッケージ アンケート

Ⅰ．　回答者についてご記入ください

Ⅱ．　「課題１」に関することについてご回答ください

Q１．利用者の障害特性や強み、環境要因等の把握・整理が行いやすくなったかどうかについて教えてください

Q２． 支援課題が焦点化され、支援計画が具体的になったかどうかについて教えてください

回答

番号

選出

理由

回答

番号

選出

理由

事業所名 記入者名

【目的】

先行研究や当法人が行った調査より強度行動障害者支援の現場では下記のような課題が見られています。

課題１：目に見えにくい障害特性や本人の強み環境要因等の把握および支援計画等への反映を難しいと感じる支援者が多い

課題２：記録の収集や分野を超えた関係者間の情報共有に関して標準的な方法がない

課題３：記録に関して記入や分析とも労力が大きく、時間が十分にとれていない現状がある

上記課題を解決するためにICF（国際機能分類）やICT（Observations）を取り入れた効果的な利用者情報の把握や記録の収集・分析・共有

を行うための「-ICFシステム&行動観察システム-行動と環境の包括的アセスメントによる環境調整支援パッケージ」を作成しました。

本実践検討意見交換会参加事業所において、試行等ご協力いただきました。つきましては、使用感等について下記の通りお尋ねいたします。

【回答方法】

本パッケージが上記課題解決に効果があったかどうか、下記の該当する

番号を各質問の「回答番号」欄に記入し、その番号を選んだ理由もご

記入ください。

① 効果的であった

② 少し効果的であった

③ どちらともいえない

④ あまり効果的ではなかった

⑤ 効果的ではなかった

【回答期限】

令和５年３月15日（水）まで

※本Excelデータを、下記メールアドレスまでご提出をお願い

いたします。

◆アドレス：nozomi.tyousa2@nozomi.go.jp

【本件に関するお問い合わせ】

独立行政法人国立重度知的障害者総合施設のぞみの園

研究部研究課 日詰 髙橋 岡田 内山

☎：027-320-1400



Ⅲ．　「課題２」に関することについてご回答ください

Q3． 支援者が支援に必要な利用者情報や記録の収集が行いやすくなったがどうかについてに教えてください

Q4． 関係者間での利用者情報や支援に関する情報共有が行いやすくなったかどうかについて教えてください

Ⅳ．　「課題3」に関することについてご回答ください

Q5． 記録に係る負担感の軽減が図れたかどうかについて教えてください

Q6． 支援に必要な利用者情報および記録等の分析がしやすくなったかどうかについて教えてください

Ⅵ．試行調査全体に関することについてご回答ください

Q7． 試行調査で実施した本パッケージ全体に関する評価について教えてください

Q8． 本パッケージの改善点等があれば教えてください（例：実施手順、使用ツール等）

アンケートは以上となります。ご協力ありがとうございました。

回答

番号

選出

理由

回答

番号

選出

理由

回答

番号

選出

理由

回答

番号

選出

理由

回答

番号

選出

理由



n=13 

n=13 

実践検討・意見交換会 アンケート調査結果 

 

（１）支援パッケージに関するアンケート結果 

                           n=13 

 

 

 

 

（２）QOL支援の現状、変化等に関するアンケート調査項目・結果 

ｑ１．いま現在、利用者の QOL（生活の快適さ）の程度はどのくらいだと評価しますか？ 

■評定：（とても低い）１ ― ２ ― ３ ― ４ ― ５ ― ６（とても高い） 

 

 

ｑ２．設問（1）についての貴事業所での評価はどの程度の妥当性があると思いますか？ 

■評定：（とても低い）１ ― ２ ― ３ ― ４ ― ５ ― ６（とても高い） 

 

 

 

 

効果的であった
少し効果的で

あった

どちらともいえな

い

あまり効果的で

はなかった

効果的ではな

かった

回答数（人） 5 6 2 0 0

構成比（％） 38.5 46.2 15.4 0 0

回答数（人） 3 8 2 0 0

構成比（％） 23.1 61.5 15.4 0 0

回答数（人） 1 8 4 0 0

構成比（％） 7.7 61.5 30.8 0 0

回答数（人） 3 7 2 1 0

構成比（％） 23.1 53.8 15.4 7.7 0

回答数（人） 2 5 3 2 1

構成比（％） 15.4 38.5 23.1 15.4 7.7

回答数（人） 4 7 1 1 0

構成比（％） 30.8 53.8 7.7 7.7 0

回答数（人） 4 7 2 0 0

構成比（％） 30.8 53.8 15.4 0 0
Q7

Q1

Q2

Q3

Q4

Q5

Q6

1 2 3 4 5 6

回答数（人） 1 4 3 5 0 0

構成比（％） 7.7% 30.8% 23.1% 38.5% 0.0% 0.0%

回答数（人） 1 2 5 3 2 0

構成比（％） 7.7% 15.4% 38.5% 23.1% 15.4% 0.0%
事後

事前

1 2 3 4 5 6

回答数（人） 0 3 4 2 4 0

構成比（％） 0.0% 23.1% 30.8% 15.4% 30.8% 0.0%

回答数（人） 1 0 4 5 3 0

構成比（％） 7.7% 0.0% 30.8% 38.5% 23.1% 0.0%

事前

事後



n=13 

n=13 

n=13 

n=13 

n=13 

ｑ３．いま現在、利用者が快適に過ごせる生活場面や環境状況の把握はどの程度できていま

すか？ 

■評定：（不十分）１ ― ２ ― ３ ― ４ ― ５ ― ６（十分） 

 

 

ｑ４．いま現在、利用者が快適に過ごせない生活場面や環境状況の把握はどの程度できてい

ますか？ 

■評定：（不十分）１ ― ２ ― ３ ― ４ ― ５ ― ６（十分） 

 

 

ｑ５．いま現在、利用者の QOLの向上につながる支援方策が把握できていますか？ 

■評定：（把握できていない）１ ― ２（把握できている） 

 

 

ｑ６．いま現在、利用者の QOL向上を目的とする支援の重要性は事業所で共有されています

か？ 

■評定：（共有されている）１ ― ２（少し共有されている） ― ３（あまり共有されていない） ― ４（共有されていない） 

 

ｑ７．いま現在、「支援の内容・質を利用者本人の視点から考えること」は事業所の共通認

識となっていますか？ 

■評定：（なっていない）１ ― ２（あまりなっていない） ― ３（少しなっている） ― ４（なっている）  

 

1 2 3 4 5 6

回答数（人） 1 2 4 5 0 1

構成比（％） 7.7% 15.4% 30.8% 38.5% 0.0% 7.7%

回答数（人） 1 2 4 4 2 0

構成比（％） 7.7% 15.4% 30.8% 30.8% 15.4% 0.0%

事前

事後

1 2 3 4 5 6

回答数（人） 0 3 3 5 1 1

構成比（％） 0.0% 23.1% 23.1% 38.5% 7.7% 7.7%

回答数（人） 0 2 5 5 1 0

構成比（％） 0.0% 15.4% 38.5% 38.5% 7.7% 0.0%

事前

事後

1 2

回答数（人） 7 6

構成比（％） 53.8% 46.2%

回答数（人） 7 6

構成比（％） 53.8% 46.2%

事前

事後

1 2 3 4

回答数（人） 1 2 5 5

構成比（％） 7.7% 15.4% 38.5% 38.5%

回答数（人） 0 4 8 1

構成比（％） 0.0% 30.8% 61.5% 7.7%
事後

事前

1 2 3 4

回答数（人） 0 3 6 4

構成比（％） 0.0% 23.1% 46.2% 30.8%

回答数（人） 0 3 6 4

構成比（％） 0.0% 23.1% 46.2% 30.8%

事前

事後



n=13 

n=13 

n=13 

n=13 

ｑ８．いま現在、「利用者の QOL向上に有用な情報」の職員間での共有はどの程度できてい

ますか？ 

■評定：（不十分）１ ― ２ ― ３ ― ４ ― ５ ― ６（十分） 

 

 

ｑ９．いま現在、「利用者の QOL向上に有用な支援アイデア」の職員間での共有はどの程度

できていますか？ 

■評定：（不十分）１ ― ２ ― ３ ― ４ ― ５ ― ６（十分） 

 

 

 

 

※以下、事後評価のみ 

ｑ10．ICFによる評価で利用者が快適に過ごせる場面が新たに把握されましたか？ 

ｑ11．ICFによる評価で利用者が快適に過ごせない場面が新たに把握されましたか？ 

ｑ12．ICFによる評価で利用者の QOL向上につながる新たな支援方策が見いだせましたか？ 

■評定：（いいえ）１ ― ２（はい） 

 

 

 

ｑ13．ICFによる評価で「支援の内容・質を利用者本人の視点から考えること」がより具体

的にできるようになりましたか？ 

■評定：（具体的に考えられなかった）１ ― ２ ― ３ ― ４ ― ５ ― ６（具体的に考えられた）  

 

1 2 3 4 5 6

回答数（人） 0 1 3 7 2 0

構成比（％） 0.0% 7.7% 23.1% 53.8% 15.4% 0.0%

回答数（人） 0 4 6 2 0 1

構成比（％） 0.0% 30.8% 46.2% 15.4% 0.0% 7.7%

事前

事後

1 2 3 4 5 6

回答数（人） 0 3 2 6 2 0

構成比（％） 0.0% 23.1% 15.4% 46.2% 15.4% 0.0%

回答数（人） 0 4 6 2 0 1

構成比（％） 0.0% 30.8% 46.2% 15.4% 0.0% 7.7%
事後

事前

1 2

回答数（人） 2 11

構成比（％） 15.4% 84.6%

回答数（人） 5 8

構成比（％） 38.5% 61.5%

回答数（人） 2 11

構成比（％） 15.4% 84.6%

ｑ10

ｑ11

ｑ12

1 2 3 4 5 6

回答数（人） 0 0 1 7 4 1

構成比（％） 0.0% 0.0% 7.7% 53.8% 30.8% 7.7%



n=13 

n=13 

n=13 

ｑ14．ICFによる評価で「利用者の QOL向上に有用な情報」の職員間での共有はやりやすく

なりましたか？ 

■評定：（やりづらくなった） １ ― ２ ― ３ ― ４ ― ５ ― ６（やりやすくなった）  

 

 

ｑ15．ICFによる評価で「利用者の QOL向上に有用な支援アイデア」の職員間での共有はや

りやすくなりましたか？ 

■評定：（やりづらくなった） １ ― ２ ― ３ ― ４ ― ５ ― ６（やりやすくなった）  

 

 

ｑ16．氷山モデルシートの作成に際して、Observations のデータは焦点となる行動問題へ

の支援、ICF システムは生活全般の QOL 支援という使い分けができていましたでしょうか。 

■評定：（いいえ）１ ― ２（はい） 

 

1 2 3 4 5 6

回答数（人） 0 0 3 9 0 1

構成比（％） 0.0% 0.0% 23.1% 69.2% 0.0% 7.7%

1 2 3 4 5 6

回答数（人） 0 0 3 8 2 0

構成比（％） 0.0% 0.0% 23.1% 61.5% 15.4% 0.0%

1 2

回答数（人） 2 11

構成比（％） 15.4% 84.6%


